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 DOHaD は「成人期の疾患の源は人生の超早期に形成される」という概念を意味し、FOAD	 




ると思われる。そこで、本講演では DOHaD 研究で用いられている重要な用語を解説する。	 
	 
【DOHaD（Developmental	 Origins	 of	 Health	 and	 Disease）の命名】	 
	 DOHaD とは「発達期の環境変化に対応した不可逆的な反応（developmental	 plasticity）
が生じると、発達が完了した時期の環境とマッチすれば健康に生活ができるし、もしマッ










めの適用反応「thrifty	 phenotype（倹約体質）」が見られる、という仮説を提唱した 1)。	 
	 
【trade-off】	 





り切るために好まざる体質変化と生存を交換したとする考え方を trade-off という 1)。	 
	 
【predictive	 adaptive	 response】	 
	 感受性期（胎児期）の環境が慢性的な悪化による developmental	 plasticity は本来の成
長・発達軌道を修正する。このような成長・発達修正による新たな体質の獲得は、悪化状
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（略歴等は、同じ演者による DOHaD の科学的基盤確立シンポジウム「DOHaD の科学的基盤形
成に必要な研究」の項に記載した）	 
